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日本から始まった喜びのタネ
ビャンバスレン・ブンチン

初めての日本へ、希望を胸に
　2024年9月23日、国際手話言語の日。私は、第24期ダス
キン・アジア太平洋障害者リーダー育成事業研修生として
初めて日本の地を踏みました。
　これは単なる海外研修ではなく、モンゴルのろう者が直
面している課題に対する解決策を探るため、自分自身を高
め、できる限りのことを学ぶという強い決意を持った旅の
始まりでした。4人の子どもたちをモンゴルに残して日本へ
来るという決断は、私にとって大きな覚悟と犠牲を伴うも
のでしたが、学びたいという強い意志と人のために役立ち
たいという願いが私の背中を押してくれました。
　日本に到着してすぐ、日本の文化、清潔な環境、人々との
温かい交流、そして進んだテクノロジーに感動しました。そ
して、同じ志を持つ台湾、バングラデシュ、ネパールから来
た仲間たちとも出会いました。互いに励まし合い学び合っ
た9ヵ月間にわたる交流は、私にとってかけがえのない財産
となりました。

「言語は知識への扉」
　来日して最初の1ヵ月間は言葉の壁に苦しみました。思う
ように伝えられず、相手の話も十分に理解できないことは
学習にも交流にも支障をきたしました。しかし、4人のろう
の先生方が日本手話を教えてくださったおかげで、短期間
でこの壁を乗り越えることができました。

　このとき初めて、「言語は知識への扉である」
という言葉の意味を実感しました。日本手話と
日本語を学ぶことは、コミュニケーションだけ
でなく来日前に立てた目標を達成するための重
要な土台となりました。
　日本手話を学んだことで、手話通訳者が情報
を伝えるテレビ番組やろう者自身が作成したビ
デオなど、さまざまな情報にアクセスできるよ
うになり、日本の文化や社会問題、ろう者の生活
や権利などへの理解も深まりました。
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モンゴル出身　36歳　　聴覚：ろう
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研修目標
障がい者団体の活動
日本の手話通訳者
ろう教育
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ダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育成事業
実行委員会 委員

全体研修日程

ビャンバスレン・ブンチン

タリスマ・スルタナ・ミトゥ

カー・ウエイ・トゥワン

ラクシミ・クンワル

CO N T E N T S

ダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育成事業とは

（任期：2023年4月1日～2025年3月31日）

寺島 彰

山口 和彦

河村 宏

嶋本 恭規

野村 美佐子

廉田 俊二

川口 聖

茨木 尚子

ダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育成事業
実行委員会 委員（敬称略） 

全体研修日程
来日

開講式

オリエンテーション

語学研修（日本語・日本手話）

ホームステイ

スキー研修

集団研修①

個別研修

集団研修②

成果発表会・修了式

帰国

2024年9月23日、24日

2024年9月25日

2024年9月26日～10月3日

2024年9月27日～2025年1月15日

2024年12月27日～2025年1月6日

2025年1月17日～20日

2025年2月3日～5月16日

2025年5月19日～6月20日

2025年6月24日

2025年6月25日

　国連・アジア太平洋経済社会委員会が決議した「アジア太

平洋障害者の十年」の中間点にあたる1999年、財団ではその

要請に応えて、アジア・太平洋地域の障がいのある若者を日

本に招へいし、約10ヵ月間、日本の障がい者福祉や日本の文

化を学んでいただき、帰国後は母国の障がい者リーダーとして

活躍していただこうと人材育成事業を開始しました。

　2024年までに、29の国や地域から151名の研修生がこのプロ

グラムで研修し、母国で障がい者リーダーとして活躍しています。

　この冊子は第24期生の研修報告書をまとめたものです。日本

語・日本手話研修に始まり、各人の研修目的に合った機関や団体

での充実した個別研修、そして一生の思い出となるボランティア家

庭でのお正月のホームステイやスキー研修と、4名の研修生が、

何を学び、何を感じたかが綴られています。ぜひご一読ください。

　研修を担当いただいた公益財団法人日本障害者リハビリ

テーション協会、お世話になった機関や団体の皆様、愛の輪会

員の皆様のお力添えに改めて感謝申し上げます。今後もダスキ

ン・アジア太平洋障害者リーダー育成事業に温かいお力添え

を賜りますよう心からお願い申し上げます｡

※障害の「がい」の文字表記について
事業名称等定款に記載されている文言並びに法律用語については
従来通りの漢字表記とし、それ以外については「害」を「がい」とひら
がな表記とさせていただきます。

ダスキン・アジア太平洋
障害者リーダー育成事業とは

社会福祉法人 日本盲人福祉委員会 監事

特定非営利活動法人 支援技術開発機構 副理事長

一般財団法人 全日本ろうあ連盟 理事

特定非営利活動法人 支援技術開発機構 事務局長

特定非営利活動法人 メインストリーム協会 理事長

日本手話学会 理事

明治学院大学 社会学部 教授

公益財団法人 日本障害者リハビリテーション協会
副会長

2024年12月16日～12月26日
2025年 1月16日～ 1月 31日
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　2024年9月23日、国際手話言語の日。私は、第24期ダス
キン・アジア太平洋障害者リーダー育成事業研修生として
初めて日本の地を踏みました。
　これは単なる海外研修ではなく、モンゴルのろう者が直
面している課題に対する解決策を探るため、自分自身を高
め、できる限りのことを学ぶという強い決意を持った旅の
始まりでした。4人の子どもたちをモンゴルに残して日本へ
来るという決断は、私にとって大きな覚悟と犠牲を伴うも
のでしたが、学びたいという強い意志と人のために役立ち
たいという願いが私の背中を押してくれました。
　日本に到着してすぐ、日本の文化、清潔な環境、人々との
温かい交流、そして進んだテクノロジーに感動しました。そ
して、同じ志を持つ台湾、バングラデシュ、ネパールから来
た仲間たちとも出会いました。互いに励まし合い学び合っ
た9ヵ月間にわたる交流は、私にとってかけがえのない財産
となりました。

「言語は知識への扉」
　来日して最初の1ヵ月間は言葉の壁に苦しみました。思う
ように伝えられず、相手の話も十分に理解できないことは
学習にも交流にも支障をきたしました。しかし、4人のろう
の先生方が日本手話を教えてくださったおかげで、短期間
でこの壁を乗り越えることができました。

　このとき初めて、「言語は知識への扉である」
という言葉の意味を実感しました。日本手話と
日本語を学ぶことは、コミュニケーションだけ
でなく来日前に立てた目標を達成するための重
要な土台となりました。
　日本手話を学んだことで、手話通訳者が情報
を伝えるテレビ番組やろう者自身が作成したビ
デオなど、さまざまな情報にアクセスできるよ
うになり、日本の文化や社会問題、ろう者の生活
や権利などへの理解も深まりました。
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ろう家庭でのホームステイ体験
　2025年の年末年始、私は広島県と奈良県のろう家庭を訪
問し10日間のホームステイを体験しました。この貴重な時
間を通して、日本の家庭での生活スタイルや日常の習慣、お
正月の伝統行事を直接体験し学ぶことができました。1月1日
には奈良県のホストのご両親の家を訪ね、新年を共に迎えま
した。笑い声が絶えず思い出があふれる温かく幸せな時間で
した。また、広島や奈良の歴史的な名所を訪れました。中で
も特に印象に残ったのが広島の平和記念公園です。原爆によ
る被害について学び、ろうの被爆者の証言ビデオを見たこと
で、平和の大切さと戦争のない世界の価値を深く感じまし
た。私に最も深い感動を与えてくれたのは、日本のろう者の
2つの家庭が私を温かく迎え入れ、日々の暮らしや文化を丁
寧にそして優しく分かち合ってくれたことです。心からの感
謝の気持ちでいっぱいです。

個別研修で得た知識と実践経験
　2025年2月から5月中旬まで、私は日本各地の行政機関、
民間団体、教育機関で個別研修を受けました。これはモンゴ
ルに持ち帰って活用するための知識や実践的な経験を深め
る非常に重要な機会でした。
以下の機関で研修を行いました：
日本ASL協会
総合研究大学院大学
鳥取県聴覚障害者協会
デフNet.かごしま
兵庫県聴覚障害者協会
筑波技術大学
国立障害者リハビリテーションセンター
明晴学園（ろう学校）
　これらの研修を通して、当初設定した目標を達成しただけ
でなく、想像以上に幅広い新たな知見と知識を得ることがで
きました。紙面の都合上、全てを網羅することはできません
が、それぞれの経験が私の専門性の向上と将来の取り組みに
大きく貢献したことは強調しておかなければなりません。日
本のろう者団体の運営方法、その組織構造とリーダーシップ
スタイル、プロジェクトの実施方法、そして地域社会の参加
を促す戦略について理解を深めることができました。また、
通訳者養成と試験制度、カリキュラムの構築と教授法など幅
広く学びました。日本のろう教育制度、指導法、教材、そして
教師の働き方についても学びました。さらに、第一線で活躍
するろう者の専門家の方々と出会い、彼らの経験や課題克服
のプロセスから多くの刺激を受けました。日本の社会福祉
サービス、ろう者の就労支援、手話研究の動向、そして政策や
プロジェクトの現状についても深く理解することができま
した。私は見聞きしたことを単に受け入れるだけでなく、「モ
ンゴルに導入する場合にはどう応用できるか」「日本の課題
や失敗から学ぶことは何か」と常に問いながら研修に取り組
みました。

体験に彩られた旅
　日本は見どころがたくさんあり、人々の興味を引く旅行し
やすい国だと感じました。ろう者の友人たちと一緒に何度か
短い旅をしたことで、それをより深く実感することができま
した。これまでに47都道府県のうち16都道府県訪れ、それ
ぞれの土地の自然や歴史的な場所、おいしい郷土料理、文化
や習慣に触れました。たくさんの人と出会い、交流できたこ
とはまるで新しい世界が広がったような体験でした。特に印
象に残っているのは、新潟でのスキー研修です。モンゴルで
もスキーに挑戦したのですが、上手く滑れず、もう一度挑戦

することに不安と恐怖を感じていました。しかし、インスト
ラクターの方々の励ましとサポートのおかげで、スキーの
やり方を習得しただけでなく、最終的には一人で滑れるよ
うになりました。この経験は、私に新しいスキルを与えてく
れただけでなく、自分の限界を乗り越える自信も与えてく
れました。
　旅行はただの観光や遊びではなく、自分自身を知るきっ
かけとなり心に残る思い出と人生の糧となりました。

心からの感謝を込めて
　この短くも濃密な時間を日本で学び、生活できたことは、
私の人生においてかけがえのない経験でした。
　まず、今回の研修プログラムを支援してくださったダス
キン愛の輪基金の皆さまに心より感謝申し上げます。ご支
援がなければこの研修は実現しませんでした。また、プログ
ラムの計画・運営を丁寧に、細やかに行ってくださった日本
障害者リハビリテーション協会はじめ関係者の皆さま、本
当にありがとうございました。個別研修の機会を与えてく
ださった団体および関係者の皆さまに、心より感謝申し上
げます。皆さまから共有していただいた知識と経験は、私の
今後の活動にとって非常に貴重な財産となりました。また、
日本語と日本手話を丁寧に教え、私の言語能力向上のため
に心を込めてご指導くださった先生方にも深く感謝してい
ます。さらに、日本の美しい土地を案内し、学びの旅をより
豊かにしてくれた日本人の友人たちにも心からお礼を申し
上げます。
　この研修の中で出会ったすべての経験と人々から、私は知
識の価値、気づきの力、人間のあたたかさを深く学びました。
　この学びをモンゴルに持ち帰り、ろう者の教育、権利、社
会参加の推進にしっかりと活かしていくことをここにお約
束します。



研修生との思い出や期待すること

ビャンバさん、きばいやんせ!

2025年２月1日（土）～18日（火）

2025年２月17日（月）、20日（木）

2025年２月23日（日）～３月５日（水）

2025年3月10日（月）～28日（金）

日本ASL協会

総合研究大学院大学

鳥取県聴覚障害者協会

デフNet. かごしま

2025年3月31日（月）～4月18日（金）

2025年4月21日（月）～25日（金）

2025年4月28日（月）～5月9日（金）

2025年5月12日（月）～16日（金）

兵庫県聴覚障害者協会

筑波技術大学

国立リハビリテーションセンター学院 手話通訳学科

明晴学園

　昨年9月25日に初来日した、ビャンバさんは、とても緊張した面持ちでした。あれから修了式を迎える、今年の

6月24日の日が来ると「もう終わり?!」と毎回の事ながら短いなあと感じてしまうのは私だけでしょうか。

　彼女は四児を持つ、とてもたくましい母親でした。来日中は、研修に励み、終わるとTV電話で家族、子どもた

ちとお話しや勉強を見たり、寂しい想いをさせないようにしていました。

　きこえない母親として社会に対して情報保障がない、自身の言いたい事が伝わらない事がどんなに大変か、

痛いほど伝わってきました。手話言語通訳者をもっと増やさねばならない、養成はどうしたらいいのか、派遣利

用しやすい制度とは何か、費用の仕組みはどうしたらいいのか貪欲に質問したりメモを取っていました。

　また、ろう団体と通訳団体と共に政府を始め、各方面へ働きかけていく手段や方法についても常に考えてい

ました。修了式時は「帰国直前に手話施策推進法が制定された！どう影響あるか楽しみ」と言っていた事が印象

的でした。アジアに於ける、ろう女性として活躍してくれることを期待しています。

兵庫県聴覚障害者協会　事務局長　嶋本　恭規
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エンパワーメントと
インクルージョンへの旅

タスリマ・スルタナ・ミトゥ

　私は視覚障がい者として、昨年9月24日から始まったダス
キンリーダーシップ研修に参加する栄誉に恵まれました。
この経験は、私を個人的にも専門的にも変革させ、より大きな
夢を持ち、より大きな目的を持って行動する力を与えてくれ
ました。

　研修開始当初は、日本語と点字を学びました。日本語の経験
が全くなかったため、日本語の習得は大きな挑戦でした。しか
し、日本語と点字の先生方の温かいサポート、日本障害者リハ
ビリテーション協会の献身的なスタッフ、そして他の研修生
の励ましのおかげで、徐々に上達しました。日本語で毎週レ
ポートを書くことで、読解力、文章力、会話力が向上しました。
また、ヨガのクラスにも参加し、心身の健康の大切さを理解す
ることができました。

　冬休みには、2つの素晴らしいホストファミ
リーと一緒に過ごす機会に恵まれました。皆さ
んの親切なおもてなしのおかげで、私は安心感
が得られ、心から歓迎されていると感じました。
ホームステイを通して、寺院を訪れたり、着物を
着たり、新しい食べ物を味わったり、初めて雪を
見たりと、日本文化を深く探求することができ
ました。一つひとつの経験が新しい発見であり、
温かさと喜びに満ちていました。
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バングラデシュ出身　29歳　　視覚：全盲
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研修目標
障がい者のための支援機器
障がい者の自立生活
日本文化

　ビャンバさんとの出会いは、来日前のオンラインによる日本手話指導から始まり、来日後の現地での日本手話研修

(オンライン)、そしてNPOデフNetworkかごしまによる研修へと続き、最後までのお付き合いとなりました。

　モンゴルで手話を研究しているだけあって日本手話習得は驚くほど早く、鹿児島のろう者に関する福祉サービス制

度や社会福祉資源、財源確保のための制度やシステムについて積極的に質問し吸収する姿が印象的でした。

　放課後等デイサービスでは、子どもたちにモンゴル手話や遊牧民の暮らし、食生活など話していただきました。

　日本とは異なる遊牧民の生活に子どもたちは興味津々で、「ラクダ」のモンゴル手話は珍しかったのか盛り上がっていましたね。

　グループホームではモンゴル料理を作ってくださり、就労継続支援Ｂ型事業所では日本手話が流暢なビャンバ

さんに驚きながらもモンゴル手話など会話を楽しむ時間となりました。

　モンゴルでも、ろう教育をはじめ、ろう者を取り巻く環境をより良くしたいという強い思いを持つビャンバさんは、

仲間たちと共にその環境を着実に作り上げていくと確信しています。

ビャンバさん、きばいやんせ!(鹿児島弁で頑張って!の意)

ＮＰＯデフＮｅｔ．かごしま　理事長　澤田　利江

個別研修日程・
研修場所 Individual Training Schedule

　ホームステイの後、新潟で他の研修生たちとスキー研修
に参加しました。初めてのスキーで、最初は緊張していまし
たが、インストラクターの指導のおかげで恐怖を克服する
ことができました。自分自身に挑戦し、新たな強さを発見で
きたことを誇りに思いました。

　集団研修では、日本の障がい者の法律、福祉制度、そして
サービスについて学びました。様々な団体を訪問し、ユニ
バーサルデザイン、アクセシビリティ、カウンセリング、虐
待防止、インクルーシブ教育について学ぶセッションに参
加しました。この経験から得た最も貴重な教訓の1つは、
チームワークの重要性と、社会変革を生み出す上でのコ

ミュニケーションの力です。

　個別研修では、自分の興味に密接に関連する分野を探求
することができました。大学やリハビリテーションセン
ターでは、視覚障がいのある学生が教育と就労においてど
のように支援されているかを見学しました。視覚障がいの
ある方と話をし、支援技術について学びました。また、ボラ
ンティアによる移動訓練も体験し、自立がどのように育ま
れるかについて理解を深めました。
　「みのり」では、コーヒーの焙煎、点字名刺の作成、ガーデ
ニングなど、視覚障がい者と知的障がい者が尊厳を持って
働く協働的な環境の中で活動を行いました。「ウイズ」では、
梱包作業やテニス、卓球などのスポーツに参加しました。特
に、私のために点字の説明書を用意していただいたことに
は感動し、本当に受け入れられていると感じました。

　また、日本ライトハウス、日本点字図書館（JBL）、支援技術
開発機構（ATDO）といった主要な施設を訪問しました。日
本ライトハウスでは、福祉政策、点字制作、就労支援につい
て学びました。JBLでは、日本最大の視覚障がい者向け図書
館の歴史と提供内容について学びました。ATDOでは、
DAISY図書（デジタル録音図書）の製作について紹介を受け
ました。私は、バングラデシュでDAISY図書の製作を通し
て、すべての人が本にアクセスできるようにしたいと考え
ています。

　この研修を通して私が得た力強いコンセプトは、障がい
のある人々が自らの意思で決定し、自立した生活を送るこ
とができるようにエンパワーメントすることの重要性で
す。補助器具、就労支援、そしてインクルーシブなコミュニ
ティが、この目標にどのように貢献しているかを目の当た

りにしました。ゆにでは、移動支援や字幕サービスについて
学びました。日本ライトハウス情報文化センターでは、ボラ
ンティア活動が自立とインクルーシブな社会づくりを実際
にどのように支えているかも確認することができました。

　また、滋賀県の「ショプノ バングラデシュ視覚障害者支援
協会」や東京の「シャプラニール」といった団体で、バングラ
デシュでの自身の活動を紹介する機会もありました。日本
人の専門家の方々からいただいたアドバイスと励ましは、
私に大きな刺激を与え、将来の活動への新たなアイデアを
与えてくれました。

　研修以外では、彦根城を訪れたり、茶道に参加したり、博物
館を巡ったり、イチゴ狩りをしたり、音楽セッションやフェス
ティバルに参加したりと、多くの文化体験やレクリエーショ
ンを楽しみました。これらの経験を通して、仕事と喜び、そし
てセルフケアのバランスを取ることの大切さを学びました。

　研修を通して、私は3つの目標に焦点を当てました。
(1)日本の障がい者向けサービスと日常生活について学ぶこと、
(2)視覚障がい者用補助器具について理解すること、
(3)日本語と日本文化を学ぶことです。
多くの方々のご指導とご支援のおかげで、これらの目標は達
成できたと確信しています。
　将来的には、バングラデシュにリハビリテーションユ

ニット、スポーツ施設、音楽スタジオ、そして視覚障がいの
ある方々が働き、活躍できるカフェを備えた情報センター
を設立したいと考えています。また、教育、雇用、自立を促進
するために、アクセシブルな書籍、点字教材、補助器具の提
供も目指しています。

　日本でのこの旅は、私に知識だけでなく勇気も与えてく
れました。この経験を活かし、母国の障がいのある方々の生
活向上に尽力することをお約束します。この夢を実現する
まで、私は決して諦めません。
　最後に、この旅を可能にしてくださったすべての方々に心
から感謝申し上げます。特に、献身的な先生方、日本障害者リ
ハビリテーション協
会のスタッフ、2つの
ホームステイ先の家
族、そして私を温か
く迎え、支えてくだ
さった研修先の皆様
に深く感謝いたしま
す。皆様のご指導と
励ましは、本当に大
きな力となりまし
た。私を信じてくだ
さり、ありがとうご
ざいました。
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　私は視覚障がい者として、昨年9月24日から始まったダス
キンリーダーシップ研修に参加する栄誉に恵まれました。
この経験は、私を個人的にも専門的にも変革させ、より大きな
夢を持ち、より大きな目的を持って行動する力を与えてくれ
ました。

　研修開始当初は、日本語と点字を学びました。日本語の経験
が全くなかったため、日本語の習得は大きな挑戦でした。しか
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見たりと、日本文化を深く探求することができ
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温かさと喜びに満ちていました。

8 9

　ホームステイの後、新潟で他の研修生たちとスキー研修
に参加しました。初めてのスキーで、最初は緊張していまし
たが、インストラクターの指導のおかげで恐怖を克服する
ことができました。自分自身に挑戦し、新たな強さを発見で
きたことを誇りに思いました。

　集団研修では、日本の障がい者の法律、福祉制度、そして
サービスについて学びました。様々な団体を訪問し、ユニ
バーサルデザイン、アクセシビリティ、カウンセリング、虐
待防止、インクルーシブ教育について学ぶセッションに参
加しました。この経験から得た最も貴重な教訓の1つは、
チームワークの重要性と、社会変革を生み出す上でのコ

ミュニケーションの力です。

　個別研修では、自分の興味に密接に関連する分野を探求
することができました。大学やリハビリテーションセン
ターでは、視覚障がいのある学生が教育と就労においてど
のように支援されているかを見学しました。視覚障がいの
ある方と話をし、支援技術について学びました。また、ボラ
ンティアによる移動訓練も体験し、自立がどのように育ま
れるかについて理解を深めました。
　「みのり」では、コーヒーの焙煎、点字名刺の作成、ガーデ
ニングなど、視覚障がい者と知的障がい者が尊厳を持って
働く協働的な環境の中で活動を行いました。「ウイズ」では、
梱包作業やテニス、卓球などのスポーツに参加しました。特
に、私のために点字の説明書を用意していただいたことに
は感動し、本当に受け入れられていると感じました。

　また、日本ライトハウス、日本点字図書館（JBL）、支援技術
開発機構（ATDO）といった主要な施設を訪問しました。日
本ライトハウスでは、福祉政策、点字制作、就労支援につい
て学びました。JBLでは、日本最大の視覚障がい者向け図書
館の歴史と提供内容について学びました。ATDOでは、
DAISY図書（デジタル録音図書）の製作について紹介を受け
ました。私は、バングラデシュでDAISY図書の製作を通し
て、すべての人が本にアクセスできるようにしたいと考え
ています。

　この研修を通して私が得た力強いコンセプトは、障がい
のある人々が自らの意思で決定し、自立した生活を送るこ
とができるようにエンパワーメントすることの重要性で
す。補助器具、就労支援、そしてインクルーシブなコミュニ
ティが、この目標にどのように貢献しているかを目の当た

りにしました。ゆにでは、移動支援や字幕サービスについて
学びました。日本ライトハウス情報文化センターでは、ボラ
ンティア活動が自立とインクルーシブな社会づくりを実際
にどのように支えているかも確認することができました。

　また、滋賀県の「ショプノ バングラデシュ視覚障害者支援
協会」や東京の「シャプラニール」といった団体で、バングラ
デシュでの自身の活動を紹介する機会もありました。日本
人の専門家の方々からいただいたアドバイスと励ましは、
私に大きな刺激を与え、将来の活動への新たなアイデアを
与えてくれました。

　研修以外では、彦根城を訪れたり、茶道に参加したり、博物
館を巡ったり、イチゴ狩りをしたり、音楽セッションやフェス
ティバルに参加したりと、多くの文化体験やレクリエーショ
ンを楽しみました。これらの経験を通して、仕事と喜び、そし
てセルフケアのバランスを取ることの大切さを学びました。

　研修を通して、私は3つの目標に焦点を当てました。
(1)日本の障がい者向けサービスと日常生活について学ぶこと、
(2)視覚障がい者用補助器具について理解すること、
(3)日本語と日本文化を学ぶことです。
多くの方々のご指導とご支援のおかげで、これらの目標は達
成できたと確信しています。
　将来的には、バングラデシュにリハビリテーションユ

ニット、スポーツ施設、音楽スタジオ、そして視覚障がいの
ある方々が働き、活躍できるカフェを備えた情報センター
を設立したいと考えています。また、教育、雇用、自立を促進
するために、アクセシブルな書籍、点字教材、補助器具の提
供も目指しています。

　日本でのこの旅は、私に知識だけでなく勇気も与えてく
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いつもくちびるに日本の歌を、心に大きな「ゆめ」を！

夢は笑顔で叶えよう！

　初日の交流会で会ったミトゥさんの第一印象は、おとなしそうな人。ところが、大勢の前で、ためらいもなく、

ベンガル語の歌をきれいな声で歌い上げたのにはビックリ。次に驚いたのは、ホームステイで「ローラーコース

ターに乗りたい！」と希望したこと。これはホームステイを分担した窪崎家が行ってくれましたが、京都でも、鴨川

河畔をタンデム自転車で嬉々として爆走するなど、彼女の積極性と活力には感嘆しました。

　個別研修では、視覚障害関係を中心にさまざまな学びや体験をしましたが、研修発表を聞いて三度ビックリ。

「わたしのゆめ」と題して、将来、母国に視覚障害者の情報センターを創りたい。点字の読書やＩＣＴ機器の利用がで

き、リハビリや就労支援が受けられ、スポーツを楽しめ、音楽スタジオやカフェもあるセンターを創りたい。と大き

なビジョンを語ったからです。彼女はダスキン研修に参加するため、会社員を辞めて来日しましたが、帰国後は復

職がかなわず、仕事を探していると聞きました。女性や障害者の地位がまだ低いバングラデシュで自己実現し、情

報センターを開設することは大変だと思いますが、いつも、日本で覚えた歌を口ずさみながら頑張ってください。

社会福祉法人日本ライトハウス　常務理事　竹下　亘
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挑戦を通して刻んだ成長の旅
カー・ウェイ・トゥワン

はじめに
　私の名前はココです。台湾から来ました。障がいは脳性ま
ひです。台北の新活力自立生活協会で働いています。仕事は
ソーシャルワーカーです。

台湾について
　台湾には障がい者の制度がありますが、まだ多くの問題が
あります。多くの障がい者は一人で暮らすことができず、家
族の助けが必要です。障がいのある学生は普通の学校に行け
ますが、差別もあります。都市と田舎の差も大きく、田舎はバ
リアフリーが少ないです。ですから、台湾ではまだたくさん
努力しなければならないことがあります。

不安と楽しみの中で始まった日本の生活
　日本に行く前は楽しみと不安の気持ちでいっぱいでした。
私は一人で外国で暮らすことができるかどうか、分かりませ
んでした。将来の自分の姿も分かりませんでした。準備がま
だできていないと思いましたが、日本に出発しました。日本
に来た時、一番不安だったのは、言葉の問題でした。英語や日
本語が分かるか、どうやって言葉を学ぶか、どうやって自分
の気持ちを伝えるか、とても心配でした。
　研修期間に、日本のいろいろな場所を訪れました。東京に
いる時は、よく一人で冒険に挑戦し、多くの観光地を巡りま
した。知らない町で生活することは、とても大切な経験だと
思います。一人で様々な未知の挑戦に向き合い、迷うことも
ありましたが、地図を見たり、人に道を聞いたりして正しい
方向を見つけることができました。こうした経験は、自信を
つけることや、適応力を高めることに役立ちました。

一緒に歩み、あきらめない──困難を越えて進む
　日本語の勉強は最初の3ヵ月はとても大変でした。私は
脳性まひがあり、話すことが難しかったです。でも、先生た
ちは勉強の方法も一緒に考えてくれました。そして、いろ
いろな表現の方法を勉強しました。話すことだけでなく、
書くことも大切な表現です。だから、日本語はだんだん
上手になりました。台湾に帰ってからも、日本語の勉強

を続けたいです。もっと日本の情報を読んだり、日本の友達
と交流したりしたいです。
　山口県のホームステイでは、日本の文化をたくさん体験し
ました。着物を着て神社に行って、お参りをしました。初めて
日本語を使って、ホストファミリーと一緒に話す方法を探し
ました。お正月にインフルエンザにかかり大変でしたが、ホ
ストファミリーと一緒に困難を乗り越え、より親近感を感じ
ました。
　スキー研修は、最初はとても怖かったです。「不可能を可能
にする」ためには、いろいろな準備や設計、サポートが必要で
す。障がい者が自由に安全にスキーできるように、スキーの

台湾出身　27歳　　肢体：脳性まひ
研修目標
DPOやNGOの運営
地域での自立生活や啓発活動
地域デザイン
社会福祉制度
特別支援教育

　2025年春、桜の開花と一緒に浜松に来たMituさん。小柄な体にいっぱいの笑顔と夢を携えてウイズへやってきました。

　ウイズでの色々な仕事の体験を通して感じたであろう仕事の楽しさと工夫の面白さを、特に上手に完成させた白杖

づくりの嬉しさをバングラデシュでのお仕事に活用できるといいですね。

　Mituさんが帰国してからは超辛いお菓子やお料理をお澄ましして食べる姿、いちごハウスで口に２～3個苺を頬

張り、両手に苺を持ち大喜びの姿、そしてバングラデシュの国歌と涙そうそうを素晴らしく歌い上げる姿が忘れられ

ません。そして、大阪での研修発表と修了式の晴れ姿も忘れません。

　さあ！母国に帰ってからの目標である「インフォメーションセンター建設」についてもとても楽しみです！カフェ

があり、音楽スタジオ、パラスポーツ場や点字図書館、そしてリハビリセンターなどの複合施設に私は大きな期待を

持っています。なぜなら基本構想が「楽しい！」からです。

　夢は大きく欲張っていいのです。笑顔で多くの人達に楽しく話しましょう。すると、たくさんの意見やアイデアが生

まれ、夢は一層大きく叶います。夢は叶えるものです。

　今回の研修で知り合った色々な国の仲間たちと日本の仲間たちとお友達になりましたね。それぞれの国の人の名前

を知り、花や木に触れ、歌を知れば、戦争は無くなります。歌は世界共通の平和の言葉です。

　Mituさん、素晴らしい笑顔と歌声でたくさんの仲間たちと世界を平和にしてください。

　平和が一番の福祉ですから。

NPO法人六星・ウイズ　相談役　斯波　千秋
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先生たちは多くの研究や器具・装置の改良、障がいへの深い
理解、そして見えない準備をしています。最初はうまく操作
できず、練習して何回も失敗しました。でも、最後には自分
の力で方向を調整し、バランスをとって安定して滑ることが
できました。成功したときは、本当に嬉しくて楽しかったで
す！一生忘れられない体験でした！
　研修生たちと一緒に色々な所へ行きました。一緒にいろい
ろな経験をしました。だから、仲良くなりました。皆と一緒に
頑張り、あきらめない気持ちで、困難を越えてきました。

多様な学びと経験から得た成長
　研修には、集団研修と個別研修がありました。個別研修で
は、いろいろな自立生活センターや企業へ行きました。ＹＡ
Ｈ！ＤＯみやざき、自立支援センターおおいた、つくば自立
生活センターほにゃら、自立生活夢宙センター、ぱあとなぁ、
メインストリーム協会、ムーブメント、自立生活センターリ
アライズ、自立生活センターあるる、自立生活センターこね
くと。そして、オムロン太陽株式会社です。
　集団研修と個別研修では、８つの大切な学びがありまし
た。それは、障がい福祉制度、自立生活、ユニバーサルデザイ
ン、若い障がい者の活動、防災、インクルーシブ教育、地域交
流、そして遊びです。
　障がい福祉制度については、障がい者に関する法律や制
度、そして運動の歴史などを学びました。台湾との違いを意
識しながら理解を深めました。制度は地域との協力によっ
て、より良い支援につながると感じました。参加したパレー
ドでは、「誰もが暮らしやすい街」をテーマに、みんなが力を
合わせる雰囲気を体験しました。日本も台湾も、障がいのあ
る人が安心して暮らせる制度や社会になることを心から
願っています。
　自立生活では、「自己選択、自己決定、自己責任」の意味を
学びました。自立生活プログラムやピアカウンセリングや
介助者の支援などのサービス、当事者中心の支援がとても
大切だと感じました。重度障がい、精神障がい、知的障がい
がある人の地域生活の例も知りました。障がい特性や個人
の意向に応じて、適切な支援を提供する必要があることを
学びました。台湾に帰ったあと、自立生活の制度をもっと
良くしたいです。
　ユニバーサルデザインでは、観光地や職場、交通などで、誰
でも使いやすいデザインや設備を体験しました。例えば、場
所のデザイン、介助者のサポート、道具の利用なども大切で
す。私たちは介助者のサポートや補助具を使って、より安心
して温泉を楽しむ方法を学びました。バリアフリーデザイン
とユニバーサルデザインの違いも学びました。バリアフリー

合理的配慮接遇研修にも参加しました。商店街の人たちが障
がい者のことをよく知ることはとても大切だと思います。さ
まざまな人のことを考えると、より多くの人が商店街を安心
して利用できたり、いろいろな活動に参加できるようになる
と思います。
　関西地域の団体で、若い障がい者が仲間と一緒に活動し
て、成長できる環境があるのは、すばらしいと思います。障害
者団体（DPO）の活動は、つながりや学びの場としてとても
大切です。お互いに支え合うことで、困難に直面したときに
より強く立ち向かうことができます。
　防災では、避難所体験や個別避難計画づくりをしました。
障がい者の視点から防災を考えること、そして準備だけでな
く、いつも地域とつながっていることが大切です。
　インクルーシブ教育について、グループ研修では、DAISY
教材を使った学び方について知りました。個別研修では、地

域活動や演劇活動、特別支援学校について学びました。イン
クルーシブ教育の考え方と実際の状況を学びました。インク
ルーシブ教育は重要であり、学生や先生、そしてもっと多く
の人々が障がい者と交流し、平等に理解し、対応できるよう
になることが大切だと思います。
　地域交流に関しては、グループ研修でCBRマトリックス※と
ツイントラックアプローチ※を学び、長い間理解できなかった
ことがやっとわかりました。CBRマトリックスを使うことで、
地域の障がい者の生活や課題を深く理解し、行動の方向性を
考えることができます。そのため、計画を進めるためにはファ
シリテーションや調整、コミュニケーションや交渉のスキル
を磨き、実践し続けることが必要だと思います。また、CBR※

とCBID※についてもさらに深く学びたいと考えています。
　実際に、地域交流活動にも参加しました。障がい者が地域
の人々と交流し、助け合う場はとても大切です。また、障がい
者が社会に参加することも重要です。地域交流のおかげで、
もっと多くの人が日常生活の中で障がい者を理解し、障がい
者と交流する際により幅広い理解を持てるようになります。
遊びについては、多くの新しい経験と挑戦があり、異なる場
所でバリアフリーの状況を確認することもできました。忘れ
られない体験もたくさんありました。

※CBRマトリックス：
障がいのある人や困難を抱える人の置かれた状況を包括的に見るためのツール
※ツイントラックアプローチ：
障がい者自身やその家族が、主体的に行動できるよう支援することと、地域社会
において障がい者の視点を反映させる取組みを２つ同時に進める手法
※CBR：
障がいをもつすべての子どもおよび大人のリハビリテーション、機会均等化
および社会統合に向けた地域社会開発における戦略の一つ
※CBID：
障がいの有無や貧困、年齢に関わらず、すべての人が尊重し合い、地域社会に
参加・共生できる環境を目指す取り組み

まとめ
　研修中、「居場所」、「仲間」、「志」、「LEAD ON（引き継ぐ／
前に進む）」がとても大切だと学びました。誰もが参加でき
る、真の共生社会を実現するためには、障がいのある人もな
い人も共に努力し、助け合い、共に成長していく必要があり
ます。みんなが平等で尊厳が守られる環境の中で、社会をよ
くしていくために進み続けることが大切です。

私の夢：バリアを越えて、誰もがともに歩める社会へ
　私は帰国後、誰でも参加できるインクルーシブな場を作り
たいです。もっと多くの障がい者が地域で生活できる社会に
したいと思います。そして、台湾の障がい者福祉制度をさら
に充実させたいです。私は障害者団体（DPO）でのアドボカ
シー活動や若者のエンパワメントに力を入れます。さらに、
台湾のほかの自立生活協会と交流します。そして、地域、学
校、企業、公共機関にユニバーサルデザインやインクルーシ
ブの考え方を伝えたいと考えています。

内面の変化について
　日本に来る前、私はいつも「みんなと同じように生きたい、
勉強したい、働きたい」と思って、一生懸命がんばっていまし
た。でも、その努力の中で、心はとても疲れて、プレッシャーを
感じることも多かったです。「遅れてはいけない」「みんなと
違ってはいけない」と思っていました。しかし、日本での研修
の中で、たくさんの学びや、自分史の発表、障がい者や支援者

との対話を通して、自分の人生をもう一度整理することがで
きました。そして、過去の経験はつらいだけではなく、自分を
成長させる大切な力になっていることに気づきました。「自分
の存在意義を証明しなければならない」と考えなくても、自分
には価値があると、少しずつ思えるようになりました。
　困ったことがあったら、自分でいろいろな方法を試した
り、周りの人と相談したりすることが大切だと学び、心の中
の不安や緊張は、だんだん落ち着いてきました。困難や挑戦
があっても、自分で心を安定させる力が少しずつ育ってきた
と感じます。これからも自分のペースで、柔らかく安定した
気持ちで歩んでいきたいと思います。

旅の終わりと、新たな始まり
　研修では、たくさんの新しいことを学びました、いろいろ
な日本の文化を体験しました。自分のこともより深く知るこ
とができました。私は前よりも楽しく、やさしく、そして強く
なりました。希望も出てきて、未来に向かって進む力ももら
いました。
　ダスキン愛の輪基金、日本障害者リハビリテーション協
会、戸山サンライズのみなさん、先生方、研修先の皆様に心か
ら感謝いたします。優しく教え、あたたかく見守ってくだ
さったことは忘れません。また皆さんとお会いできる日を楽
しみにしています。



はじめに
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ソーシャルワーカーです。
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　私の名前はココです。台湾から来ました。障がいは脳性ま
ひです。台北の新活力自立生活協会で働いています。仕事は
ソーシャルワーカーです。

台湾について
　台湾には障がい者の制度がありますが、まだ多くの問題が
あります。多くの障がい者は一人で暮らすことができず、家
族の助けが必要です。障がいのある学生は普通の学校に行け
ますが、差別もあります。都市と田舎の差も大きく、田舎はバ
リアフリーが少ないです。ですから、台湾ではまだたくさん
努力しなければならないことがあります。

不安と楽しみの中で始まった日本の生活
　日本に行く前は楽しみと不安の気持ちでいっぱいでした。
私は一人で外国で暮らすことができるかどうか、分かりませ
んでした。将来の自分の姿も分かりませんでした。準備がま
だできていないと思いましたが、日本に出発しました。日本
に来た時、一番不安だったのは、言葉の問題でした。英語や日
本語が分かるか、どうやって言葉を学ぶか、どうやって自分
の気持ちを伝えるか、とても心配でした。
　研修期間に、日本のいろいろな場所を訪れました。東京に
いる時は、よく一人で冒険に挑戦し、多くの観光地を巡りま
した。知らない町で生活することは、とても大切な経験だと
思います。一人で様々な未知の挑戦に向き合い、迷うことも
ありましたが、地図を見たり、人に道を聞いたりして正しい
方向を見つけることができました。こうした経験は、自信を
つけることや、適応力を高めることに役立ちました。

一緒に歩み、あきらめない──困難を越えて進む
　日本語の勉強は最初の3ヵ月はとても大変でした。私は
脳性まひがあり、話すことが難しかったです。でも、先生た
ちは勉強の方法も一緒に考えてくれました。そして、いろ
いろな表現の方法を勉強しました。話すことだけでなく、
書くことも大切な表現です。だから、日本語はだんだん
上手になりました。台湾に帰ってからも、日本語の勉強

を続けたいです。もっと日本の情報を読んだり、日本の友達
と交流したりしたいです。
　山口県のホームステイでは、日本の文化をたくさん体験し
ました。着物を着て神社に行って、お参りをしました。初めて
日本語を使って、ホストファミリーと一緒に話す方法を探し
ました。お正月にインフルエンザにかかり大変でしたが、ホ
ストファミリーと一緒に困難を乗り越え、より親近感を感じ
ました。
　スキー研修は、最初はとても怖かったです。「不可能を可能
にする」ためには、いろいろな準備や設計、サポートが必要で
す。障がい者が自由に安全にスキーできるように、スキーの

先生たちは多くの研究や器具・装置の改良、障がいへの深い
理解、そして見えない準備をしています。最初はうまく操作
できず、練習して何回も失敗しました。でも、最後には自分
の力で方向を調整し、バランスをとって安定して滑ることが
できました。成功したときは、本当に嬉しくて楽しかったで
す！一生忘れられない体験でした！
　研修生たちと一緒に色々な所へ行きました。一緒にいろい
ろな経験をしました。だから、仲良くなりました。皆と一緒に
頑張り、あきらめない気持ちで、困難を越えてきました。

多様な学びと経験から得た成長
　研修には、集団研修と個別研修がありました。個別研修で
は、いろいろな自立生活センターや企業へ行きました。ＹＡ
Ｈ！ＤＯみやざき、自立支援センターおおいた、つくば自立
生活センターほにゃら、自立生活夢宙センター、ぱあとなぁ、
メインストリーム協会、ムーブメント、自立生活センターリ
アライズ、自立生活センターあるる、自立生活センターこね
くと。そして、オムロン太陽株式会社です。
　集団研修と個別研修では、８つの大切な学びがありまし
た。それは、障がい福祉制度、自立生活、ユニバーサルデザイ
ン、若い障がい者の活動、防災、インクルーシブ教育、地域交
流、そして遊びです。
　障がい福祉制度については、障がい者に関する法律や制
度、そして運動の歴史などを学びました。台湾との違いを意
識しながら理解を深めました。制度は地域との協力によっ
て、より良い支援につながると感じました。参加したパレー
ドでは、「誰もが暮らしやすい街」をテーマに、みんなが力を
合わせる雰囲気を体験しました。日本も台湾も、障がいのあ
る人が安心して暮らせる制度や社会になることを心から
願っています。
　自立生活では、「自己選択、自己決定、自己責任」の意味を
学びました。自立生活プログラムやピアカウンセリングや
介助者の支援などのサービス、当事者中心の支援がとても
大切だと感じました。重度障がい、精神障がい、知的障がい
がある人の地域生活の例も知りました。障がい特性や個人
の意向に応じて、適切な支援を提供する必要があることを
学びました。台湾に帰ったあと、自立生活の制度をもっと
良くしたいです。
　ユニバーサルデザインでは、観光地や職場、交通などで、誰
でも使いやすいデザインや設備を体験しました。例えば、場
所のデザイン、介助者のサポート、道具の利用なども大切で
す。私たちは介助者のサポートや補助具を使って、より安心
して温泉を楽しむ方法を学びました。バリアフリーデザイン
とユニバーサルデザインの違いも学びました。バリアフリー

合理的配慮接遇研修にも参加しました。商店街の人たちが障
がい者のことをよく知ることはとても大切だと思います。さ
まざまな人のことを考えると、より多くの人が商店街を安心
して利用できたり、いろいろな活動に参加できるようになる
と思います。
　関西地域の団体で、若い障がい者が仲間と一緒に活動し
て、成長できる環境があるのは、すばらしいと思います。障害
者団体（DPO）の活動は、つながりや学びの場としてとても
大切です。お互いに支え合うことで、困難に直面したときに
より強く立ち向かうことができます。
　防災では、避難所体験や個別避難計画づくりをしました。
障がい者の視点から防災を考えること、そして準備だけでな
く、いつも地域とつながっていることが大切です。
　インクルーシブ教育について、グループ研修では、DAISY
教材を使った学び方について知りました。個別研修では、地

域活動や演劇活動、特別支援学校について学びました。イン
クルーシブ教育の考え方と実際の状況を学びました。インク
ルーシブ教育は重要であり、学生や先生、そしてもっと多く
の人々が障がい者と交流し、平等に理解し、対応できるよう
になることが大切だと思います。
　地域交流に関しては、グループ研修でCBRマトリックス※と
ツイントラックアプローチ※を学び、長い間理解できなかった
ことがやっとわかりました。CBRマトリックスを使うことで、
地域の障がい者の生活や課題を深く理解し、行動の方向性を
考えることができます。そのため、計画を進めるためにはファ
シリテーションや調整、コミュニケーションや交渉のスキル
を磨き、実践し続けることが必要だと思います。また、CBR※

とCBID※についてもさらに深く学びたいと考えています。
　実際に、地域交流活動にも参加しました。障がい者が地域
の人々と交流し、助け合う場はとても大切です。また、障がい
者が社会に参加することも重要です。地域交流のおかげで、
もっと多くの人が日常生活の中で障がい者を理解し、障がい
者と交流する際により幅広い理解を持てるようになります。
遊びについては、多くの新しい経験と挑戦があり、異なる場
所でバリアフリーの状況を確認することもできました。忘れ
られない体験もたくさんありました。

※CBRマトリックス：
障がいのある人や困難を抱える人の置かれた状況を包括的に見るためのツール
※ツイントラックアプローチ：
障がい者自身やその家族が、主体的に行動できるよう支援することと、地域社会
において障がい者の視点を反映させる取組みを２つ同時に進める手法
※CBR：
障がいをもつすべての子どもおよび大人のリハビリテーション、機会均等化
および社会統合に向けた地域社会開発における戦略の一つ
※CBID：
障がいの有無や貧困、年齢に関わらず、すべての人が尊重し合い、地域社会に
参加・共生できる環境を目指す取り組み

まとめ
　研修中、「居場所」、「仲間」、「志」、「LEAD ON（引き継ぐ／
前に進む）」がとても大切だと学びました。誰もが参加でき
る、真の共生社会を実現するためには、障がいのある人もな
い人も共に努力し、助け合い、共に成長していく必要があり
ます。みんなが平等で尊厳が守られる環境の中で、社会をよ
くしていくために進み続けることが大切です。

私の夢：バリアを越えて、誰もがともに歩める社会へ
　私は帰国後、誰でも参加できるインクルーシブな場を作り
たいです。もっと多くの障がい者が地域で生活できる社会に
したいと思います。そして、台湾の障がい者福祉制度をさら
に充実させたいです。私は障害者団体（DPO）でのアドボカ
シー活動や若者のエンパワメントに力を入れます。さらに、
台湾のほかの自立生活協会と交流します。そして、地域、学
校、企業、公共機関にユニバーサルデザインやインクルーシ
ブの考え方を伝えたいと考えています。

内面の変化について
　日本に来る前、私はいつも「みんなと同じように生きたい、
勉強したい、働きたい」と思って、一生懸命がんばっていまし
た。でも、その努力の中で、心はとても疲れて、プレッシャーを
感じることも多かったです。「遅れてはいけない」「みんなと
違ってはいけない」と思っていました。しかし、日本での研修
の中で、たくさんの学びや、自分史の発表、障がい者や支援者

ココさんへのメッセージ

ココちゃんへ

　2025年3月31日から5月9日まで、大阪市住之江区にある自立生活夢宙センターで研修を行いました。連休をはさ

んで約1ヶ月半の期間でしたが、本当の意味で私たちは仲間になり、ふりかえるとこれほどまでに熱いものが込み

上げる時間を一緒に過ごせたことは私たちにとってもありがたかったです。

　ココさんのすばらしさを挙げればキリがないですが、いつも朗らかに過ごしながらどの場面でもLead on!して

くれました。ニコニコ笑顔で優しいココさんはもちろんですが、すごく努力家で研修にも熱心に取り組み、芯のあ

るリーダーでいてくれました！地域交流・まちづくり・防災・インクルーシブ教育など一つひとつのテーマに挑み、

私たちとの意見交換を大切に捉え、実際に体感してもらう時間を多くつくりました。どのテーマにおいても人とつ

ながり、仲良くなり、たのしくコミュニケーションを図ることが肝になります。発語に不自由さを抱えている当事

者本人のココさんが、自ら工夫し、これだけも多くの人たちと交わって仲間になってくれた経験を今後の糧にして

もらえると信じています。

　活動をがんばった後は、これからもいっぱい眠って休もうね☆またすぐに会おうね！

自立生活夢宙センター　内田　瞳

「チャーミングだなあ！」

　ココちゃんがニコッと笑いながら親指を立てて「OK！」のサインを出す時、僕はいつもそう感じていました。チャーミ

ング＝魅力的という意味ですが、ココちゃんの笑顔にはその人柄～それは自分にも他人にも誠実であろうとするとこ

ろ～が滲み出ていて、それが人を惹きつけるのだと思います。

　チャーミングな人であることは、リーダーシップを取る立場の人にとって重要な要素だと僕は思っています。いくら

正しいことを語っても、その人物が一緒にいて気疲れするような人であれば、周りはついてきてくれませんから。そう

いう意味でココちゃんは、これからの障害者運動＝権利条約に書かれた世界の実現を目指すリーダーの一人になれ

ると僕は思っていますし、期待しています。

　ココちゃんが宮崎に滞在したのが4週間。その間、熱心に日本の障害者運動や介助サービスの話に耳を傾けていま

したね。台湾、そして世界中の仲間のために何ができるのか、ココちゃん、これからも大いに悩み、行動し、失敗してくだ

さい。そして、プリンを食べて、コナンを見て、元気を出して、失敗から何度でも立ち上がりましょう。

　日本の各地から応援しています。

障害者自立応援センターＹＡＨ！ＤＯみやざき　事務局長　山之内　俊夫

2025年２月3日（月）～28日（金）

2025年3月3日（月）～13日（木）

2025年3月10日（月）～12日（水）

2025年3月19日（水）

障害者自立応援センターＹＡＨ！ＤＯみやざき

自立支援センター おおいた

オムロン太陽株式会社

日本台湾交流協会

2025年3月20日（木）～28日（金）

2025年3月31日（月）～5月９日（金）

2025年5月12日（月）～16日（金）

つくば自立生活センターほにゃら

自立生活夢宙センター

自立生活センターこねくと

個別研修日程・
研修場所 Individual Training Schedule

との対話を通して、自分の人生をもう一度整理することがで
きました。そして、過去の経験はつらいだけではなく、自分を
成長させる大切な力になっていることに気づきました。「自分
の存在意義を証明しなければならない」と考えなくても、自分
には価値があると、少しずつ思えるようになりました。
　困ったことがあったら、自分でいろいろな方法を試した
り、周りの人と相談したりすることが大切だと学び、心の中
の不安や緊張は、だんだん落ち着いてきました。困難や挑戦
があっても、自分で心を安定させる力が少しずつ育ってきた
と感じます。これからも自分のペースで、柔らかく安定した
気持ちで歩んでいきたいと思います。

旅の終わりと、新たな始まり
　研修では、たくさんの新しいことを学びました、いろいろ
な日本の文化を体験しました。自分のこともより深く知るこ
とができました。私は前よりも楽しく、やさしく、そして強く
なりました。希望も出てきて、未来に向かって進む力ももら
いました。
　ダスキン愛の輪基金、日本障害者リハビリテーション協
会、戸山サンライズのみなさん、先生方、研修先の皆様に心か
ら感謝いたします。優しく教え、あたたかく見守ってくだ
さったことは忘れません。また皆さんとお会いできる日を楽
しみにしています。

14 15



����
����

�
�
��

良いリーダーになり、
障がいのある新しい人たちに
やる気を与えたい

ラクシミ・クンワル

　この研修は私の人生を変える大きなチャンスでした。研修
を受ける前から、ダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育
成事業について知っていました。なぜなら、ダスキン6期生の
クリシュナ・ゴータムさんと一緒に、ラリトプル・ネパール自
立生活センターで働いていたからです。

日本語
　ネパールで日本語を勉強しようとしましたが、バリアフ
リー対応のクラスがありませんでした。そのため、日本語を
学ぶことができませんでした。日本に来てから、戸山サンラ
イズで日本語のクラスが始まりました。先生方がとても親切
で、とても分かりやすく教えてくれたので、とても感動しま
した。私も一生懸命に勉強しました。本当に、日本語の授業が
終わるまで退屈することはありませんでした。それから、話
す力と書く力が日に日に上達していきました。これは私の人
生における大きな成果でした。日本語はネパールでも役立つ
でしょう。なぜなら、私は日本が支援するネパールのラリト
プル自立生活センターで働いているからです。

ホームステイ
　名古屋のあゆみさんのお宅で約10日間過ごしました。彼
女はとても親切な方で、私の障がいのことをすでに知ってい
たので、カテーテルやゴムシートなど、私が毎日使っている
ものなど、必要なものを準備してくれました。彼女はいつも
姉のように私を可愛がってくれました。新年もあゆみさんの
お宅で過ごし、まるで家族になったような気持ちで過ごせま
した。毎日、あゆみさんの日本人の友達に会いに行き、バリア
フリー対応の車で様々な場所を訪れました。日本の文化や食
べ物に触れ、思い出に残る時間を過ごしました。

ネパール出身　35歳　　肢体：脊髄損傷
研修目標
自立生活
障がいに関する制度設計
啓発活動や交渉方法
人材育成
レポートや企画書の書き方
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経験
　ネパールには海がありませんが、私は海が好きで、海で泳
ぐのが大好きです。そのため、センターのスタッフに海で泳
ぎたいとお願いしました。しかし、皆さんは「今はとても寒
いので無理です」と優しく言ってくれました。最終的に、メ
インストリーム協会の皆さんと一緒に海に行き、神戸の海
で泳ぐことができました。プールで泳ぐのと海で泳ぐのは
全く違います。

グループ研修
　グループ研修では、日本の障がい関連法と政策の発展、イ
ンクルーシブ教育、虐待防止、ファシリテーションとリフレ
クション、日本における障がい者運動の変遷とその特徴、社
会福祉サービスについて学びました。社会、政策、法律を変
えるためには、チームで、そして定期的な交渉を通して活動
していく必要があると感じました。

個別研修
　個別研修では、日本の様々な自立生活センターを訪問しま
した。例えば、沖縄のCILイルカ、CIL希輝々、CILおおいた、
AJU自立の家、鹿児島のCILひかり、メインストリーム協会、
自立生活夢宙センター、CILぱあとなぁなどです。そこで、自
立生活の概念や日本の障がい者の生活について学ぶことが
できました。また、重度障がい者がテクノロジーと介助サー
ビスを活用する生活スタイルを目にした際には驚かされま
した。また、バリアフリー運動、日本の障害者自立支援制度、
自立生活プログラム、ピアサポート、ピアカウンセリングな
ど、自立生活の歴史や活動の進め方についても学びました。
ピアカウンセリングとピアサポートは、障がい者のエンパ
ワーメントにとって非常に重要であり、障がい者が社会を変
える活動に参加する前に、自己受容が非常に重要だと考えま
す。「自ら選択し、自ら決定し、その選択と決定に責任を持
つ」ことは、自立生活運動において最も重要な概念です。しか
し、世界の多くの開発途上国では、障がい者は大人になって
も家族と暮らしていかなければならないという考え方が根
強く残っています。これらの国では、バリアフリーのインフ
ラ整備、ヘルパー制度、公的年金制度などが整っていないの
が現状です。しかし、将来的にはネパールでも障がい者が自
立した生活を送ることができるようになると信じています。

オムロン太陽株式会社
　オムロン太陽株式会社を訪問しました。大企業で、日本で
の事業運営の仕組みを見学しました。障がいのある方と障が
いのない方が共に働く機会が数多くあります。バリアフリー
のインフラや技術があれば、障がいのある方も何でもできる
と感じました。

まとめ
　私の国では、障がいのある人々を取り巻く多くの問題が
存在しています。その問題には、自立した生活に関する知識
を持つ人が少ないこと、障がい者に配慮したバリアフリー
な環境やインフラが整っていないことが含まれます。その
ため、多くの障がい者が就労や教育の機会を得られていま
せん。特に重度の障がいのある人は、自宅に閉じこもること
しかできません。しかし、私はこの問題を少しずつ解決して
いきたいと思っています。一人でこれらの問題に取り組む
のは難しいので、まずは仲間を集め、先輩方にも相談してい
きたいと思っています。日本で学んだことを多くの人に伝
えていきたいと思っています。他の障がい者団体と連携し、
政府による障がい者支援サービスを受けられるよう、共に
取り組んでいきたいです。特に、ネパールにおけるインク
ルーシブ教育と、重度障がい者のためのヘルパー支援制度
の整備に取り組んでいきたいです。少しずつでも共に変化
を起こせば、不可能なことはないと信じています。
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お礼
　先生方、ホストファミリー、個別研修で訪問したセンター
の方々、ダスキン愛の輪基金、そして日本障害者リハビリ
テーション協会の皆様、本当にありがとうございました。皆
さんの活動は素晴らしいです。アジアの様々な国から来た
障がいのある方々を支え、日本で大切なことをたくさん教
えてくださっています。帰国後も、障がいのある方々のため
に精一杯活動していきたいと思います。
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　この研修は私の人生を変える大きなチャンスでした。研修
を受ける前から、ダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育
成事業について知っていました。なぜなら、ダスキン6期生の
クリシュナ・ゴータムさんと一緒に、ラリトプル・ネパール自
立生活センターで働いていたからです。

日本語
　ネパールで日本語を勉強しようとしましたが、バリアフ
リー対応のクラスがありませんでした。そのため、日本語を
学ぶことができませんでした。日本に来てから、戸山サンラ
イズで日本語のクラスが始まりました。先生方がとても親切
で、とても分かりやすく教えてくれたので、とても感動しま
した。私も一生懸命に勉強しました。本当に、日本語の授業が
終わるまで退屈することはありませんでした。それから、話
す力と書く力が日に日に上達していきました。これは私の人
生における大きな成果でした。日本語はネパールでも役立つ
でしょう。なぜなら、私は日本が支援するネパールのラリト
プル自立生活センターで働いているからです。

ホームステイ
　名古屋のあゆみさんのお宅で約10日間過ごしました。彼
女はとても親切な方で、私の障がいのことをすでに知ってい
たので、カテーテルやゴムシートなど、私が毎日使っている
ものなど、必要なものを準備してくれました。彼女はいつも
姉のように私を可愛がってくれました。新年もあゆみさんの
お宅で過ごし、まるで家族になったような気持ちで過ごせま
した。毎日、あゆみさんの日本人の友達に会いに行き、バリア
フリー対応の車で様々な場所を訪れました。日本の文化や食
べ物に触れ、思い出に残る時間を過ごしました。

ラクシミさんへのメッセージ

ラクシミさんへ

　はじめに、当センターにお越しいただき、本当にありがとうございました。研修を終えて約4ケ月が過ぎますが、

楽しかった想い出を鮮明に覚えています。研修中の一コマとして、大分市にて実施した合理的配慮研修では、当日

雪が散らつく中、野外での障害疑似体験、本当に寒かったですね。

　それでは早速、今回の研修を少し振り返っていきます。神田PJ（うみたまご水族館-フェリーさんふらわあターミ

ナル）、ザキヤマ&若杉PJ（大分県立歴史博物館-粟嶋公園-真玉海岸-豊後高田昭和の町-居酒屋二十八萬石-カラ

オケ）、折田＆和田PJ（別府地獄めぐり海地獄-湯煙展望台-地獄蒸し工房-別府地獄ミュージアム-みゆきの湯）、折

田＆池上PJ（別府鶴見ロープウエイ-志高湖-湯布院散策）、他にも、ザキヤマＰＪ（自宅パーティー・居酒屋あうん・

別府中心市街地街歩き）も体験しましたね。

　本当にあっという間の10日でした。この出会いは「ご縁」であり、また必ず再会できることを信じています。結び

に、ラクシミさん、ココさんの挑戦が、一歩ずつでも進んでいけるよう、ＮＰＯ法人自立支援センターおおいた一

同、心から応援しています。

　ありがとう！そしてまたお会いしましょう♪

自立支援センターおおいた　理事長　後藤　秀和

　明るく元気いっぱいのラクシミさんが、1か月間イルカで研修をしてくれた日々は、本当ににぎやかで楽しい時間で

した。毎日恒例のネパール語教室の時間から始まり、ラクシミさんのおかげで事務所の雰囲気もますます明るくなり

ました。 

　医療的ケアが必要な方や、知的障害のある方の自立生活を見学したり、大学では学生たちと鍋ｐをしたり、インク

ルーシブ教育の現場を訪れたりと、本当にさまざまな経験を一緒に重ねましたね。そしてパーティー、毎日「パー

ティー！パーティー！」と言いながら楽しく食べすぎて、ちょっと太っちゃいましたね（笑）。 

　どんな人にも分けへだてなく明るく声をかけ、会話を楽しむラクシミさんの姿がとても素敵でした。ラクシミさんの

明るさとパワーは、これからきっと重度障害者の地域生活にも良い影響を与えていくことと思います。 障害のある人

たちが幸せに暮らし、それぞれの人生を自分らしく歩んでいけるように、ラクシミさんの力で少しずつ社会を変えて

いってください。 これから運動の道を進む中で、迷うことやつらいこともあるかもしれません。そんな時は、いつでも連

絡してください。ずっと応援しています。

沖縄県自立生活センター・イルカ　代表　ツァイ・スー・ファン（まるこ）（Cai Shu Fan）
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オムロン太陽株式会社
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2025年4月14日（月）～5月16日（金）

AJU自立の家

CILひかり

メインストリーム協会

個別研修日程・
研修場所 Individual Training Schedule

経験
　ネパールには海がありませんが、私は海が好きで、海で泳
ぐのが大好きです。そのため、センターのスタッフに海で泳
ぎたいとお願いしました。しかし、皆さんは「今はとても寒
いので無理です」と優しく言ってくれました。最終的に、メ
インストリーム協会の皆さんと一緒に海に行き、神戸の海
で泳ぐことができました。プールで泳ぐのと海で泳ぐのは
全く違います。

グループ研修
　グループ研修では、日本の障がい関連法と政策の発展、イ
ンクルーシブ教育、虐待防止、ファシリテーションとリフレ
クション、日本における障がい者運動の変遷とその特徴、社
会福祉サービスについて学びました。社会、政策、法律を変
えるためには、チームで、そして定期的な交渉を通して活動
していく必要があると感じました。

個別研修
　個別研修では、日本の様々な自立生活センターを訪問しま
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AJU自立の家、鹿児島のCILひかり、メインストリーム協会、
自立生活夢宙センター、CILぱあとなぁなどです。そこで、自
立生活の概念や日本の障がい者の生活について学ぶことが
できました。また、重度障がい者がテクノロジーと介助サー
ビスを活用する生活スタイルを目にした際には驚かされま
した。また、バリアフリー運動、日本の障害者自立支援制度、
自立生活プログラム、ピアサポート、ピアカウンセリングな
ど、自立生活の歴史や活動の進め方についても学びました。
ピアカウンセリングとピアサポートは、障がい者のエンパ
ワーメントにとって非常に重要であり、障がい者が社会を変
える活動に参加する前に、自己受容が非常に重要だと考えま
す。「自ら選択し、自ら決定し、その選択と決定に責任を持
つ」ことは、自立生活運動において最も重要な概念です。しか
し、世界の多くの開発途上国では、障がい者は大人になって
も家族と暮らしていかなければならないという考え方が根
強く残っています。これらの国では、バリアフリーのインフ
ラ整備、ヘルパー制度、公的年金制度などが整っていないの
が現状です。しかし、将来的にはネパールでも障がい者が自
立した生活を送ることができるようになると信じています。

オムロン太陽株式会社
　オムロン太陽株式会社を訪問しました。大企業で、日本で
の事業運営の仕組みを見学しました。障がいのある方と障が
いのない方が共に働く機会が数多くあります。バリアフリー
のインフラや技術があれば、障がいのある方も何でもできる
と感じました。

まとめ
　私の国では、障がいのある人々を取り巻く多くの問題が
存在しています。その問題には、自立した生活に関する知識
を持つ人が少ないこと、障がい者に配慮したバリアフリー
な環境やインフラが整っていないことが含まれます。その
ため、多くの障がい者が就労や教育の機会を得られていま
せん。特に重度の障がいのある人は、自宅に閉じこもること
しかできません。しかし、私はこの問題を少しずつ解決して
いきたいと思っています。一人でこれらの問題に取り組む
のは難しいので、まずは仲間を集め、先輩方にも相談してい
きたいと思っています。日本で学んだことを多くの人に伝
えていきたいと思っています。他の障がい者団体と連携し、
政府による障がい者支援サービスを受けられるよう、共に
取り組んでいきたいです。特に、ネパールにおけるインク
ルーシブ教育と、重度障がい者のためのヘルパー支援制度
の整備に取り組んでいきたいです。少しずつでも共に変化
を起こせば、不可能なことはないと信じています。

お礼
　先生方、ホストファミリー、個別研修で訪問したセンター
の方々、ダスキン愛の輪基金、そして日本障害者リハビリ
テーション協会の皆様、本当にありがとうございました。皆
さんの活動は素晴らしいです。アジアの様々な国から来た
障がいのある方々を支え、日本で大切なことをたくさん教
えてくださっています。帰国後も、障がいのある方々のため
に精一杯活動していきたいと思います。
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